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アブラボテの研究（第三報）

早年．，、，．牒峰圃　睦　雄

．、

〔川内市における分布調査〕

胎如44年11月15日土曜日，雨上がりの午後福田先生達と川底まで行ったが予想以上の大水

のだめに草道や川底附近の小川では発見できなかった。その時岸辺に泳いでいた稚魚は大部分がオ

イカワの椎魚であった。こんな状態であったのでこれ以上川内市内には入っても無理と判断して帰

校した。

昭和45年8月10日月曜日．（午前9ニ50－10：20　草道の小川を調べてみたが．い

わゆるちょろちょろ川でありオイカワやフナはたくさんいたが．ァブラボテもマツカサガイも発見

できなかった。他に5C凋位のコイの椎魚がいた。

（10：25　－11：20）次に川底の小川の万に移って調査してみた。水深．土質ともアブ

ラボテ．マツカサガイが生息するに申し分ないのであるが残念ながらどちらも発見できずじまいで

あった。他に見あたったものと言えば．ォイカワ．フナ．ボラ．などの魚類とクロモ．セキショウ

モ等の水草であった。又．ここもオイカワばかりがやたらと多くカワムツは一匹も見られなかった。

そのオイカワに皮膚がただれたものが数匹見られた。恕本として一匹採集した。

（11：30～11：50）高城川も調べて見たが∴径が3ひ用の網では少々川が大きすぎた

感があり．岸の近くを少し見ただけですぐ引き返した。ここも同じく発見できなかっrこ。

以上が川内市における分布調査の結果であるがあまI）にも不十分な調査であって再度調査しなけ

ればならないと患われる。川内川については本・支流ともほとんど調べていない（上記の三ヶ所ぐ

らいしか調べていない。）ので今までは川内市には生息しないことになっているが．水引や草道あ

たりにはマツカサガイがいるとの土地の人の話もあるので．まだまだ断定するまでには至らないと

思われる。

余談にはなるがこのページをもらって次の二点を書かせてもらい7こい。その二点というのは．ア

ブラボテの調査を続けてゆくうらに気づいたのであるが．その第一点は水軍についてである。生息

している水道が川によってかなり違うのである。セキショウモが大部分の川．セキショウモとクロ

モとの混じり合った川．セキシぎウモが全然ない川のように。他の一点は荏んでいる魚種について

である。阿久根・大川地区を堺に大部違っているようだ。阿久根の高松川より北東部（出水方面）

はカワムツばかりで殆どオイカワは見られない。又，大川より南部（川内方面）では逆にオイカワ

ばかりいてカワムツは殆ど見られない。これらは面白いと思うのでさらに詳しくアブラポチといっ

しょに調べてもらいたい。
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〔これからの問題〕

先ず．もっと徹底した川内市におけるアプラ、ボデ’の分布調査をして，そJの分布をはっきりさせて．

出来たら土車も調べてもらいたいと思われるがこれは少し無理かもしれない。さらに地学的な面か

ら紫尾の地史を調べてみること．又．卵の状態をもっとよく調べること．「なわぼり」の原因を調

べてみるとおもしろいのではないかと患う。

参考文献

部誌「しぴっらよ創刊号」

〃　「　〃　　　2号」

〃　「　〃　　　3号」

×：アブラボテを発見できない所

1：50000
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自虐岳の採集報告r（線一一報）

．2年：中村修二　　　　顧問　福田晴夫．　　OB　溝口文男

〔はじめに〕

1970毎時我が生物部の遠征地として熊本県南部にある白髪岳を選んだ。卓の理由は九州山脈

の南端部にあり14177花の標高を持ちながら．昆虫類の採集記録がほとんど見られない未知の場

所だったからである。もっとをこの山塊の南一南東側は宮崎県小林高校生物部やかつての小林昆虫

同好会によってかなり綿密に調べられており．その昆虫栂はすぐ近くに、ぁる宮島山のそれとかなり

異質なものであることが指摘されてきた。又．白髪岳より少し北部にある市房山（1722m）に

ついてはよ▼く調査が行き描き．数々の珍らしい昆虫が記録されている。しかし市房山と鏡畠山（、ま

たは小林市）の間に何が隠されているのか．その鍵を擦っているのが白髪岳であると思われだ。叉．

この山は我々出水高生物部のホームグラウンドとも言うべき紫尾山（‡087m）の昆虫相とどう

違うのか．これも解決を期待した問題の一つであった。

そこでこれらの閉域を一挙に解決すべく乗り込んだわけであった。結果は“全然ダメuというほ

どではないにしてもそれほど芳しいものではないようだ。その第1の原因として掲げられる伽ま伐ノ

採とそのあとに．出米だ見事な杉林であり．第2にはそれに伴う道路事情の変化である。立派な林道

が山腹を蛇行し，地図にあるような人尚の歩く古い道はなくなっていた．／山の仕事をする人達は自

動車で山を昇り降りするので古い道（登山道）は全く荒れ果てて通行はらェっと不可能である。だ

から我々のようなまじめな登山者は気が遠くなるような曲りくねったトラグク道路を歩むされる羽

目になるのだ。第3は天気のことだろうか。ようやく頂上近くの三池神社までたどりついだと7こん

に雨がばらつき始め．雷が横（上ではない）の万で鳴り出した。

〔期　日〕1970年7月31日～8月2日

〔場　所〕　鮨本県球磨都上村白髪岳

〔参加者〕顧問　福田晴夫先生　　　OB　薄口文男（宮崎大）3年　田多国睦雄

2年　中村修二　　　　　1任　橋口栄一　　　　　1年　日野雅光

〔コースと日程〕

7月31日：出水駅（7：18）－＜汽車＞－（7：50）水俣駅（8：00）

－＜バス＞－（10：10）人吉産交バスセンター（12：40）

－＜バス＞－（13：30）上村小学校前（14’：30Jrr＜徒

歩＞－（16：45）第1キャンプ地〔白髪岳中腹〕

8月1日：屑泊地（6：45）－＜徒歩＞－（9；05）温迫峠（9：40）

－＜徒歩＞－（13；46）三池神社（14：00）－．＜徒歩＞
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－（4：04）第2キャンプ地（温迫峠〕

8月　2　日：宿泊地（7；38）－＜徒歩＞－（11：25）上村（11：35）

七二＜徒歩＞＿（r－2：25）免田駅（13：15）－＜汽車＞

－人吉駅（14：09）－＜汽車＞－（15：13）八代駅（1

5：30）－＜汽疎＞－（17；00）出水駅
・・こ

ニ．1‡

A地区．ノ；免田町と上村に通ずる新通。ほとんど水田でイネに農薬を散布巾のところが多く．採集

地としてはつまらない。カワラケツメイが多くツマグロキチヲクがいっぱい飛んでい鞍。

甘地区：樹林にかこまれだ鰭家風の家が多い。畑地が主で水田が少な1、。低山地性から草原性蝶

類の生息地。ジャノメテラウやギンイチモンジセセリがとれた。

C地区：立派な林道（トラック道路）が曲りくねって温迫峠へのび．ほとんどスギの植林地とな

っている．谷筋に細く広葉樹が残るところもあるが．昆虫相は単純かつ貧強である。カツラの古木

が昔の面影をとどめていた。ヤマキマダラヒカケがあらわれる。

D地区：自動車道路．スギ造林地．伐採地などさまざまな様相を呈するが．スギがまだ小さくス

スキ．イチゴ類などが繁って荒れているところも多い。，訪花植物としてオカトラノオ。大体．700

ん′1，0007花付近。

E地区：猪ノ子伏（1233．3m）を中心とする1000m以上の地域。北側は伐採されてスギ．

ヒノキが植えられているが．＿稜線と南側の谷筋のみ古い鰭林が残る。われわれがttクルミの窪“と

名付けた谷（湿地）は下にトウゲシバを配したすばらしい樹林であった。山東は目立たず（q山鳩

とかtt岳l’とかよばれないわけだ）．シラキ．シロモジ．ハウチワカエデ．ハイノヰ．シテ類．ツ

ルシキミなどがよく生長していた。

F地区：猪ノ子伏から三池神社にかけてアカガシの古木が多いところ。

G地区：三池神社付近で．いわゆるブナースズタケ群集。ブナの大木と密生しだスズタケは紫尾

山とはちがった景姐で．今回鼻も如待した場所だったが．雨と時尚不促のため詭査が不十分であっ

た。

〔蝶漁の記録〕

この地域の媒頚の記録はこれまで全く発表されてい机、ので．今回の調査で採集ま7こは目撃しだ

全槌を表示すれば次頁（第1表）のようになる。

個体数は♯（多い）．≠（普通）．＋（少ない）。新鮮度・破損肢は0（完全）．1（少破）．

2（中破）．3（大破）で表わし．（18）や（2619）などは採集個体（採楽者は主に福田）

を示す。はかにも部員による採集個体があるが．コース区分が不明瞭なためこの表からは一応はず

した。

く分布上注目すべき種類＞

ギンイチモンジセセリ～出水市では未発見で．今度採集した上村に巌も近い産地は宮崎県小林市。

ススキ．チガヤの生えた草地を生息場所としながら分布は局部的。九州脊稜山脈の中央部国見山か

ら市房山にかけて分布の空白地帯がある。
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第1表　　成瀬の分布・出現記録

A ．心 ．β … … G は地 図に 示 した コ 一人 区分

威　　　　　　　　 名
7 月 3 1 日 8 月 1 日

8 C C D E P

〔セセ リチ 与り科〕・‘・

1 ． ダ イ ・f 音中も セ ツ　 ． ＋ ＋

弔－・2 ． 一ギ ン坤 チ モ シジ セセ リ 二＿ダ 一に・・ 0 ．

3． ホ ソバ セセ リ

も　 イチ モ ン ジセセ リ

〔アゲハ チ 曹ウ科 〕

5． ジャ コ ウアゲ ハ

廿 ． 1 9 ≠ （0 ） 十ト　 二　を

十 ．1 3

＋

＋

＋

1 8 （0 ）

一汁1 ，1 6

＋

＋ 1 6 9 ＋ ？

＋

十

十

6 ． ア オス ジ アゲハ

7 ． キ アゲ ハ

8 ．　 ア　 ゲ　 ′ヽ

＋

‾「 ，．．

‘＋

＋

＋

9 ． クロ アゲハ

1 0 ． ナ ガ サ キ アゲ ハ

1 1．　 カ ラス アゲ ハ

1 2・． ミヤ マ カ ラス アゲ ハ

〔シロ チ ョウ科 〕

1 3 ． キ チ ョウ

1 4 ． ツマ グ ロヰ チ ョウ

1 5 ． モ ン シロ チ ョウ

1 6 ． ス ジグ ロチ ョウ

〔シジ ミチ ョウ科 〕

1 7 ． ム ラサキ シ ジ ミ

1 8 ． ベ ニ シ ジ ミ

1 9．　 ヤ マ トシ ジ ミ

2 0 ．　 ル リシ ジ ミ

2 1 ．　 サ ツ マ シ ジ ミ

2 2． ツバ メ シ ジ ミ

＋ 十

廿

＋

＋

ニ ！

一汁 ， 2 8

＋ ， 1 8

＋ ，1 9

≠

＋

l
l

l

1十

一十

＋

＋

＋

卵 ？

＋ ， 1 9

〔ウラギ ンシ ジ ミ科〕

2 3． ウ ラギ ン シジ ミ ＋

〔マダ ラチ ョウ科 〕

2 4． ア サ ギ マダ ラ 廿 ，2 6 一汁 ♯ ＋

〔タテハ チ 雪ウ料 〕
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8 月 2 日
そ　　　　　 の　　　　　 他

G D C B A

＋

＋

＋

・廿

1 8 （0 ） 畑の土手をちらちら飛んでい・た。

＋ ススキに産卵した （1 6 ；0 4 1、静止後

そのまま菓先に後退して菓表に産付。

1十

＋ ＋

＋

＋

」し

・什

＋

＋

＋ β区では家畜小屋の汚水にきていた。

測候所の近 くの岡の頂で占有行動。

l
i

採集 して極細 認っ 湿 って吸水 していた

＋ ≠

＋

＋

一廿

・廿

十

十

十←

廿 川 ）．

！＋
i

l

1 8 9　 カワラケツメイの群卿 こ多い。

アカガシに卵 ？

林内の痛枝に静止する個体が多かゥた。
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お C

ヒ ョウモ ン

クモ ン

ウ毛 シ

，ウ

ウ

ウ

＋

ヰト．幼 虫

・廿

＋

・〕

ジャノメ ♯ （2 8 9 ）

＋

ウ

ヒカケ

・，ウ

≠

・廿

＋

＋

C C D E P

＋

・廿

≠

一汁（3）2 6

≠

＋

1 6 （0 ）

＋

＋（311 8

＋

〉

＋

⊥ － ＿＿

十

＋

＋

＋． 1 6 ＋． 1 1 ＋ （0 ）

25．ウラギンスジ

26．ウラギンヒ甘

27．ツマグロヒ車

28．イチ毛ンジチ

29．台iスジ

30．サカハチチョ

31．ルリタテハ

32．アカタテハ

33．ゴマダラテ甘

〔ジャノメチ■ウ科

34．　ヒメウラナミ

3已　ジャノメチョ

36．クロヒカゲ

37．ヤマキマダう

38．ヒメジャノメ

39．コジャノメ

40．クロコノマチ

ジャノメチ，ウ～純然たる串原性の煤で．出水市では上場高原（福用・未発表）
一いH‘　　　　　　　　　　　　　、・　・一・一

に多産するが．

南九州における分布は局部的である。概して歴史の占い草原（牧錫や採草地として昔から保存され

てきた草原など）に生き残っているという感じの踵で．逆に本庄を産する上村一鰭は今でこそ畑地

が多いが．どこかにそのような章地が残存していることを示す。

ヤマキマダラビカケ～これまで“ヰマダラヒカゲごてといわれていたものが．箭岡の高橋頁弓氏に

よって．2踵が混同されてい7こことが指摘されヤマキマダラヒカケとサトキマダラヒカケに分けら

れた。したがって．これまで単にキマダラビカゲと記録されていたものは再検討せねばならないが．

今回の採集品はヤマだけでサトはふくまれていなかっ7こ。記録は次の通り。

球摩都上村血追峠接高600m付近　＜18＞8月1日　恕揖靖夫採

〃　　〃　　770m　〃　＜366＞8月2日　日野雅光採

発生の初期らしく新鮮な個体だが．数はあまり多くなかった。

＜付記＞

温迫峠の南側の谷．狗留孫峡の蝶は65踵が記録されており．今回確認した40踵と比較すれば．

前者には樹林性の瞳が多く．あまり伐採が進んでいないことがうかがわれる。

次に再び訪れる機会があれば棲高10007花以上のアカガシ帯からブナ樽を徹底的に諷査したい一

－　8　－



G D C B A ・受十　　　　 の　　　　 他

＋

＋

＋

＋

一汁

＋

＋

十ト

・廿

カラムジに幼虫

＋（0 ）
」

＋

＋

＋

1十

1 8

＋

ユ　a

l

＜採集起録は別に示す＞

」十 アシボソに産卵（2分間に6個＝卵塊‖

〔植物の記録〕

植物については．採集し接本にし7こものを鹿児島大学農学部の初島住彦博士に同定していただい

7こので．ここにそのリストをかかげる。なお．和名が御数示いただい7こもので．学名はあとで函錠

より付記した。この仕事を主に進物で下さった溝口文男先輩に感謝する。

＜シダ植物＞

ホソバノトウケシバ　Lqcopodium serratum Thunb var serra甘am form

Serra tum

イノデ　Polystichum polyblepharim（Romor）Pr．

ヤプソテッ

ヒロバヤブソテツ

ヒロバナライシダ

オオクジャクシダ

ックシイワへゴ

オオイタチシダ

トウゴクシダ

シラガシダ

Cyrtomium fortuneiJ．Sm

Cyrtofr）iLm maCrOPhHyHum（地kino）Togawa

Polystichopsis sino」nigueliana（Ching）Togawa

Dryopteris dickinsi（Fr．et Saw）C．Chr

Dryopteris commixta Togawa

Dryopteris pocifica（Nakai）Togawa

D軸Opt・er′i・定ripponensis Koidz

Ctenitis maximowicziana（Miq）Ching
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ハシゴシダ

バリがネワラビ

ヤワラシダ

ホソバイヌワラビ

シケチシダ

トラノオシダ

イワオモダカ

hstrea glanduligera（Kunze）Moore

Lastrea japonica（Bak）Copel

Lastrealaxa（Fr．et．Sau）Copel

Athyriumiseanum fbs

Cernpteris decurrenti－alata（fIook）Nakai

Aspleniumincisum Thunb

Pyrrosia tricuspis（Sw）Tagawa

ヌカボシクッパラン　Buergerianum（Miq）Ching

（イヌガヤ科）

イヌガヤ

（ヤナギ科）

ヤマヤナギ

（クルミ科）

サワグルミ

（カバノキ科）

オオバヤシャブシ

クマシデ

（ブナ科）

ブ　　ナ

（ニレ科）

エ　ノ　キ

（モクレン料）

マップサ

（クスノキ料）

ヒメクロモジ

シロダモ

アブラチャン

シロモジ

（ユキノシダ科）

コガクウツギ

ノリウツギ

ヤハズアジサイ

（バラ科）

テリハノイバラ

コバノフユイチゴ

Cephalotaxus Harringtonia K．Koch

Salix Sicboldiana Blume

Ptorocarya rhoifolia Sieb．et Zucc

Alnus siebodiana Matsum（植裁）

Carpinus japonica Bllme

Fagus crenata Bll∬ne

Celtis sinenensis Pers var japonica Nakai

Schisandra repanda Radlk

Lindera umbeIlata Thunb varlancea Momiyama

Neolitsea sericea Koidz

Parabenzoin praecoxかbkai

fhrabenzoin trilobum Nakai

恥drangealuteovenose Koidz
Hydrangea paniculata Sieb

I砂drangea sikokiana

Rosa wichuraiana Crep

Rubus pectineHus Maxem
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イヌサクラ

ウワミズサクラ

カマツカ

（ミカン科）

サンショウ

（トウダイグサ科）

シ　ラ　キ

（ウルシ科）

ヤマウルシ

ツタウルシ

（モチノキ科）

ツクシイヌツゲ

アオハダ

（こシキギ科）

ツルマサキ

ツリバナ

（カエデ科）

チドリノキ

エンコウカエテ

ウリハダカエデ

コパウチハカエテ

Prunus baergeriana Miq

Prunus gayana Maxim

Pourthiaea v川osa var ZoHingeri′Nakai

Zanthoxylum piperitum DC

Shirakia japonica Hurusawa

馳us trichocarpa Miqual
Rhus ambigua Lavellee

Ilex cfenata Thumb subsp fukasawana Sugin10tO

Ilex macropoda jyliq

Euonymus fortunei Hand－Mazz var radicans Rehd

Euonymus oxyphyllus Miq

Acer carpinifolium Sieb et Zucc

Acer pictum Thunb var dissectum Wesmael

Acer rufinerue Sieb et Zucc

Acer sieboldianum Miq

（クロウメモドキ科）

オオクマヤナギ　Berchemia magna Koidz

クマヤナギ　　　　Berchemia racemosa Sieb et Zucc

コバノタロウメモドキ　RhamneHa japonica Maxim var microphylla　王もra

（マタタビ科）

サルナシ

（ツバキ科）

サ　カ　キ

ヒメシャラ

ナツツバキ

（ジンチュウゲ科）

キガンピ

（ウリノキ科）

りリノキ

Actinidia arguta Planch

Cleyera japonica Thunb

Stewartia monadel，pha Sieb et Zucc

Stewartia pseudoeamellia Maxim

Diplomorpha trichotoma Nakai

Marlea platanifolia Sieb et Zucc　Ⅵlr triloba
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（ウコギ科）

コシアブラ

（ツツジ科）

コバノ　ミツバッツジ

（ハイノキ科）

サワフタギ

タンナサワフタギ

（モクセイ科）

コバノトネリコ

（フジウツギ科）

コフジウツギ

（スイカズラ科）

ニワトコ

オトコヨウゾメ

コヤブテマリ

ヤマシダレ

〔草　木〕

（ユリ科）

ツクバネソウ

（シソ科）

シモバシラ

（ユキノシダ科）

クサアジサイ

（ユリ科）

ノギラン

（イネ科）

アシボソ

Miquel

Acanthopanax sciadophylloides Fret Sav

Rhododendron reticulatum D．i）on

Palura chinensis Koidz

Palura coreana Nakai

Fraxinuslanuginosa Koidz var serrata Hara

Baddleja venenifera Makino var calvescens Ohwi

Sambucus sieboldiana Blume

Viburntm phlebotichum Sieb et Zucc

Viburnam phlebotichum Sieb et Zucc f．parvifolium

Rehd

Viburnam urceolatum Sieb et Zucc

Paris tetraphlla A．Gray

Keiskea japonica Mig

Cardiandra alternifolia Sieb et Zucc

Metanartheciumluleo＿Viride Maxim

Eulalia viminea（Trin）0．Kuntze var polystachya

（Fr et Sav）T．Koyama

＜参　考　文　献＞

日本草本植物総検索誌　　シダ篇　　杉　本　順　一　　六月社

日本樹木総検索語　＿　　　　　　　　杉　本　噸　一　　六月社

原色日本植物図鑑　　　　　　　　く保　育　社＞
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昧　盲　調　査　結　果　報　告

＿年　　松　田　利　彦

山　下　敏　郎

本　田　親一郎

日　野　雅　光

橋　口　栄　＿

文化祭の際．協力しごてもらいました昧盲調査の結果がまとまりましたのでここに発表します。こ

の調査に協力してもらいましたみなさんの中には．この薬をなめると．どうかなるんじゃなかろう

か．ニガイということだが・チ……・。と心配なきったり．実際なめてみて．ニガクて水道に飛んでい

らっしゃったかたもいらっしゃると思います。この調査に御協力していただいて．生物部一同．7こ

いへん感謝しております。どうもありがとうございました。

では．まず新一任生はもちろん．二位生．三任生のみなきんにも生物部の説明不行き届きの点も

あったと思いますので．再度．「味盲とは何だろうか？」ということにつきまして述べたいと思い

ます。

、l　疎音とは？

特定の人が特定の味物質PTC（PTCについては．後で述べます。）に対する味覚能力が先天

的に欠如する現象。つまり大部分の人がなめれば．苦味や甘味などのなにか味を感じるけれどもあ

る一部の人はそれをなにも感じないということです。

では．特定の昧物質PTCとはなんでしょうか。

その化学構造と働きとを述べたいと思います。

化学構造

1年生．2年生のみなさんは．まだ学んでいらっしゃらないので．

おわかりにならないと思いますが，3任生のみなさんは．おわかり
！．‘‘

NH－C－NHz

めs
I

になると思います。

PTCの化学構造は．強力な甘味物質である．ズルチン（dulcin）と．カルバミド基の0を

Sに置換したもので．右上の図のようなものです。

働　き

大多数の人に掛、苦味を感じさせますが．特定の人には．まったく．その苦味を感じさせないと

いうことです。

「大多数の人に強い苦味を感じさせます。」と．ありますが．なかには．甘味．酸味．しぶ味な
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どの味を感じる人もあります。

軌こ「先天的に欠如する現象」と．述べましたが．では．味盲は遺伝とどのような閑係があるの

でしょうか．

味盲の遺伝は．1つの遺伝子によって支配され．メンデルの法則に従って遺伝をする劣性の形質

で．血液型とともに．ヒトの正緒形質として重要なものです。

それでは．味盲の遁伝を表にあらわしてみましょう。

親 子

I

I

遺伝子型 T T x T で T T T で T T T で

表 現 型 0　　 0 （⊃ ○ 、．0 ○

∬
遺伝子型 T T x T t T T T で T t T t

表 現 型 0　　 0 ○ ○ ○ ○

∬
退伝子塾 T t x T t T T T t T t t　t

表 現 型 O　　 C） ○ ○ ○ ㊥

Ⅳ
遺伝子型 T T x t t T t T t T t T ．t

表 現 型 ○　　 ㊨ ○ （⊃ ○ ○

Ⅴ
遺伝子型 T t x t t T t T t t　t t　t

表 現 型 ○　　 ㊨ ○ ○ ㊨ ㊨

Ⅵ
過伝子型 t　t X t　t t　t t　t t　t t　t

表 現 型 吻 1　㊥ ㊨ ㊨ 翁‾，◎

○：PTCのこガミを感じるもの

⑳；PTCのニガミを感じないもの

〔国の説明〕

PTCの二がミ味覚に関係のある対の

遺伝子は．十方は父から．他方は母から

由来したものです。

ニガミを感ずる性質を支配する遺伝子

をT．感じない性質を支配する遺伝子を

tで示すと．両性の組み合わせ（遺伝子

型）は．TT．Tt．t t．の3踵勤が

考えられます。

ガ霊豊諸芸遜霊
tは劣性のため．味覚試験では．ニガミ

を感じます。したがってこの場合は．味

覚試験の成績のみからでは．TTのもの

と区別がつきません。

t tのときは．こガミを感じません。

E型のように．ニガミ味覚者同志の親からでも．ニガミを感じない子が生まれることがありうる

わけです。

両親の一方が．ニガミ味覚者で．他方がニガミを感じない人の場合は．Ⅳ型とⅤ型の2位の組み

合わせが考えられます。ニガミを感じない子が生まれた場合はⅤ型と断定してよいわけです。

また．一卵性双生児は遺伝子型が全く同じでありますわで．味覚試験の結果は．必ず一致します。

一一・致しない双生児は二野性双生児であるわけです。

次に．人垣別にみたニガミを感じないものの出現率をしらべてみましょう。

人　　　　 墟 出現率 （％ ） 人　　　 踵 出 現 率 （％ ）

デ ンマ ー ク人 3 9．3 中　 国　 人 1 1．6

イ　ギ リ　ス 人 3 1．5 日　 本　 人 8．0 1

ア　メ リ　カ 人 3 0．9 ア フ リカ人 2．7

マ　 レ　 ー ．人 、 1 8．－6 ∴ 台 湾生 蕃 人 2．0

韓　 国　 人 1 2．2 ア イ　ヌ 人 4．6
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表より．緯度の高い地域に住む入超は．緯度の低い地域に住む人種よりPTCのニガミを感じな

い人の出現率が多い慣向がみられます。

Ⅲ　調査の’結果

方法：生物部展示会場内において．味盲調査部を設けて．見学をしている生徒に．PTCをなめ

てもらって．その味がどうであるかを聞いた。

結果：

性　 別 男 女

有 味 者 A B 0 A B 不 ‾：‾明 A お 0 A B 不　 明

苦　 味 1 2 5 8 4

1

2

1 3 0 4 6 3 3

1

1

1 1 5 6 3

2

1

2

6 4 3 2
I

1 4

酸　 味

甘　 味

鍼　 味

そ の 他

3

4

2

2
l

1

1

3

1

】

1

2

3

1

1

1

2

1

2

無 味 者 1 6 1 1 1 8 7 3 1 1 7 1 3 4 1

－ － ．．．1
〔有昧者と無味者の率〕

有　 昧　 者 無　 味　 者

男　 女　 全 体

†ト（8 3 9 人 ）

7 4 8 人 9 1 人

8 9 ．1 ’．9 ％ 1 0 ．8 1 芳

（4 ℃鞠 人 ．）

4 4 4 人 5 5 人

8 8．9 8 ％ 1 1 ．0 2 ％

女 3 0 4 人 3 6 人

（ 3 4 0 人 ） 8 1 9．4 1 罪 1 0 ．5 9 ％

〔血液型別の有味者と無味者の率〕

男 香　 味　 者 無　 味　 者 女 有　 味　 者 無　 味　 者

A 型 1 ・3 6 人 ‘1‾6 人

（ 1 3 1 人 ）

1 2 0 人 】 1 人

（ 1 5 2 人 ） 8 9 ．4 7 男 1 0．5 3 ％ 9 1．6 0 ％ 8．4 （ノ罪

B 型

（　 9 8 人 ）

8 7 人 1 1 人

（　 7 5 人 ）

6 8 人 7 人

8 乱 7 8 男 1 1 ．2 2 男 9 0 ．6 7 男 9 ．3 3 ％

0 型

（1 5 4 人 ）

1 3 6 人 1 8 人 6 7 人 1 3 人

8 8．3 1 ％ 1 1 ．6 8 ％ 8 3 ．7 5 男 1 6 ．2 5 ％

A 且型

（　 5 7 人 ）

5 0 人 7 人
l

（　 3 9 人 ）

3 5 人 4 人

8 7 ．7 2 罪 1 2 ．2 8 ％ 1 8 9 ・7 4 彩
1 1 0 ．2 6 ％

不　　 明

（　 3 8 人 ）

3 5 人 3 人

i （ ・主1 5 人 ）

I　 1 4 人 1 人

9 2 ．1 1 鰐 7 ．8 9 ％ 9 3 ．3 3 ％ 6 ．6 7 ％
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〔苦味．酸味．甘味．鹸味などの味を感じる人の血液型別の率〕

男
血 液 型　 人　 数　 苦 ∴　 埠　 酸　 味　 甘 圭∴ r味 一紙　 昧　 そ の 他

A 型 1 3 6 人　 け 5 人　 3 人 1．－．・4 人　 一一 2 人　 2 人

9 2 ．5 7 ％　 2 。，2 1 男　 2．9 4 ％　 1．4 7 ％　 1．4 7 男

B 型　 8 7 人　 8 4 人　 －0 人　 1 人　 2 人　 0 人

9 6 ．5 5 ％　　　 0 ％　 1 ．1 5 ％　 2 ．3 0 ％　　　 0 ％

0 型 1 3 6 人 1 3 0 人　 1 人　 せ 人　 3 人　 1 人

9 5 ．5 9 ％　 0 ．7 5 ％　 0 ．7 15 ％　 2 ．2 1 ％　 0 ．7 5 ％

A B 型　 5 0 人　 4 6 人　 1 人　 こ1 人 －　 0 人　 2 人

9 2 ．0 0 ％　 2．0 0 ％　 2 ．0 0 ％　　　 0 ％　 4 ．0 0 ％

不 明　 3 5 人　 3 3 人　 0 人　 1 人　 0 人　 1 本

9 7 ．1 4 ％　　　 O 男　 2．8 6 ％　　　 0 ％　 2 ．8 6 灯

巨．A，型－120人 115人　　3人　　0人　 1人　 1人
9 5 ．8 3 ％　 2 ．5 0 認　　　 0 ％　 0 ．8 3 ％　 0 ．8 3 ％

B　 型　 6 8 人　　 6 3 人　　 0 人　　 2 人　 1 人　　 2 人

9 2．6 5 ％　　　 0 男　 2．9 4 ％　 1．4 ．7 ％　 2．9 4 ％

0 型　 6 7 人　 6 4 人　 1 人　 0 人　 0 人　　 2 人

9 5 ．5 2 男　 1．4 9 ％　　　 0 ％　　　 0 ％　 2．9 8 ％

A 掛型　 3 5 人　 3 2 人　 1 人　 0 人　 2 人　 0 人

9 1．4 1 男　 2．8 6 ％　　　 0 ％　 5 ．7 1 ％　　　 0 ％

不 明 1 4 人　 1 4 人　 0 人　 0 人　 0 人　 0 人

1 0 0 ％　　　 0 ％　　　 0 男　　　 0 男　　　 0 男

〔結　果〕

右の表より．女子の0鎚がちょっと少ないみたいですが．全体的にみて．血液型との関係は．な

さそうです。

また．男子と女子とを位べると．女子が．男子よりも．敏感なようです。

まだ．味別に分けて見ますと．苦味を最も多くの人が感じ．次が甘味で．酸味．鹸味の噸でした。

ー16　－



70年度第1回紫尾山採集会

2年　　田　中　親　男

1970年4月26日（日）出水高を8時すぎに．福田先生と自分は自家用で紫尾登山人ロの

平岩（海抜400m）まで進む。そこで．鍬光先輩と中村と合流して．歩きはじめる。捕虫網と胴

乱を身に付ける。途中ゼンマイの一群を見つけ．その一部を採集して．袋に入れ影においた。胞子

茎が見事である。帰りに持ち帰るつもりである。さらに上って行く。そしてこの採集会の目的であ

るチョウテンゴケ（葉緑体観察用）を見つけ採集する。これを影において置き．帰りに持ち帰る。

そこで10分間小休止して．登るとアカガシの一群があり．その若芽の部分にはキワシマミドリシ

ジミの卵があるので．そこいらを捜したが．自分は．見つけることができなかった。それで落胆し

ていると．あったゾーという声．すぐに飛んで行くと．福田先生が．これだ，これだと誇らしげに

言っていた。それで．のぞきこんで見たが．その大きさは1mより小さく灰色をした球であった。

それを見てから．新たに自分と中村と先輩の3人は捜した。しばらくして．中村が．あった．あっ

たと言って．走ってきた。けれども．自分はとうとう見っけることはできなかった。さらに登る。

そしてわき水の所（7007花）で小休止．ベンチにこしかけ．ひとやすみ．アカガシの説明を聞き

しきりにうなずく（表面だけ）。小休止が終わるとさらに登る。福田先生のペースは速い．仲間は

しきりに汗如、きふき先勤と続く。上官神社（900方りに到着。そこで．森永．田多田両先輩と出会

う。これで全仲間がそろった。全部で6人である。烏の声を聞き森永先輩の説明を聞く。さすがに

鳥には詳しい。頂上まで登る途中でウグイスの谷渡りが聞えた。頂上には．テレビ局のテレビ塔が

建っていて自然が毎々に破威されていく。さきの上宮神社に戻り昼食にする。仲間の1人が弁当を

落したので．みんなで分け合って食べた。すこぶる楽しき時間。烏を双眼鏡でのぞき．あれは何ん

だと尋ねる。また楽しさやと。

蝶には季節が早いともおもわれぬが山では1匹も見かけなかった。昼食をとり1～2時間そこら

を歩きまわり竹林の中にはいる。中村達の叫ぶ声がする。何かが荒した跡があった。原因はひとつ．

イノシシである。紫尾山系はイノシシの多い所である。イノシシは昼は出ないが．あわててもとに

戻りそこで．イノシシの話をはじめた。生産ている実物を山の中で見たいものだと心のどこかで思

った。下山の用意をはじめ紫尾山で採った榎本などをビニール袋に入れ．胴乱に入れる。ちりなど

は穴をはって埋めた。そしてわき水の所まで．下る。そこでプラナリアの採集にとりかかる。プラ

ナリアの実物は初めてなので．教科書のイメージで捜すが見つからない。ttおった。、’という声で

ふり返ると石をひっくり返していたのでのぞき込んで．どれかと聞くと石のカドに丸く縮まって】

～2mの黒いものだった。イメージとは．はるかにかけ離れていた。それからはみんなそれぞれ見
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つけた．水の冷たい中で石をひっくり返す．さき樫は気がつかなかった．大分いた。6人でやるの

だから1時間内にたくさん取れた。そやをポリ容怨に入れて外から見ると体を伸ばし2C盈近いもの

もいて．やっと教科毒のイメージ通りになった完さらに下りて，登る時に影に置いてきたチョウチ

ンゴケ別腐乱に入れよへぅとするが多すぎてはいらないので手で持って帰る。さらに下りてゼンマイ

とを手に持ってすいすいと下りて行く。途中でアカガふ、を恕かめながらだけである早いものである。

これで登山入口までおりてきて．それぞれ学校に向う。7痔前に着き．採ってきたものをざあっと

整理して．別れた。

自然はなんといってもすばらしい．自然をかけまわろう。

〔採集したり見かけたりした蝶〕

0ジャコウアゲハ

0キアゲハ

0モンキアゲハ

0ツマキチョウ

0モンシロチョウ

0ルリシジミ

0ツバメシジミ

0アカタテハ

0ベこシジミ

（平岩）（18）

（〃＿）（1819）

（〃）（2頭目）

（〝）（1819）

（〃）（多　し）

（〃）（少　し）

（〝）（少　し）

（〃）（少　し）

（〝）（299）…………スイバに産卵

0キリシマミドリシジミ（山中）…………・・・…………アカガシより卵4個

ーl竜一



紫・－シ　ー　尾　．遊　　山　　記

2年　　金　子　英　一

11月4日。体育祭の翌日．その疲れも忘れ．我々出水高校生物激鼠4亀（多田臥田中．中村

それに僕）は紫尾山へ登った。

早朝7時30分学校に集合し．8時に出発した。平岩を漁り紫尾山頂へ。千尋滝へ行き．もと来

た通を通り．午後7時まえ出水高校へ帰り着く。

平岩までは．自転車で坂を上っていった。そこからたな田の中をぬけて森林地帯を過ぎて行程．

伐材したあとの草地がある。ここでバッタ．イナゴなどを採簗したが．一びきも見っかちなか′った。′

あきらめて進め．また森林坤帯へはいった。そこを少し進むと．小さな水の流れがある。そこで休

憩し㌧流れへはいりこみプラナリアを捜したが．グロテスクなカエルが1ぴき見つかっただけで．

プラナリアはぜんぜん見つからなかった。

ここを過ぎると．勾配が急になる。皆疲れているのに見晴らしがさかないので．がむしゃらにな

り登って行く。山頂へ通ずる林道があるが．ここを横切ると山頂はすぐなので．ペースを落した。

この付近は．昔はブナがたくさん立っていたそうだ。今は枯木は立っているが．生きている立木は

少ない。この枯木にキノコがたくさんついていた。我々は不責目な部員なので．もちろん．その名

などは．知らない。参考程度に．それを取りビニール袋に入れた。

山頂には高尾野中学校の遠足とやらで．中学生男女が大勢いた。

そんなことにはかまわず．頂上を歩きまわり．下界を眺める。出水平野．天草の島々など．はっ

きりと見えた。それに南の方に桜島が煙を上げているのが見えたeあまり美しくきれいだとも思え

ないけれど．山の上で．このようなものを見るのは．気持ちが良い。また．山頂にテレビ塔やアン

テナなどがなく．道路が釆ていなかったら．もっと良いだろうに。ここで．弁当を食べ．写項を撮

り．隣のピークまで歩き．そこで写真を寝る。それから．ここを降りて．千尋滝へ行った。

千尋滝までは．道はずっと下りだから．足どりも軽く進んで行った。途中で．滝の上流に出合う

が．そこで多田園さん．中村と．田中と僕に分かれ．多田園さんらは．川を下り．僕らは通を下っ

た。滝へは僕らが先に着いた。すぐに中村らは来たが．多田固さんは．岩の上で転倒し。．カメラの

フィルターを割ったと言ってしェげて来た。

4人そろったところで．滝の下へ降りた。下からは．上から見下した私高い感じは受けなかっ

たが．おおいかぷきりそうな感じを受けた。また．上へ上ると．宮之城高校の女子生徒5人がいた。

今日は月曜日なのに………と思ったけど確かめもせず．ただ写真を撮り別れた。

前に触れた林道までは．ずっと上りである＆これが下りならと．虫のいいことを考えながら息を

切らして登っていった。

この林道で写真を撮り．休んでから降り始めた。ここからはずっと下りである。疲れのせいか．
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だれも．ものも言わず．急いで下って行った。

森林地帯をぬけ田んぼに掌る所で∴あけびを多田園さんが見つけた。下から見上げたら．実はあ

りそうになかったが．あることを前提にして．多田園さんと僕は．それが巻き付いている木に．す

ぐによじ登った。きっそく多田園さんが．「あった。」と．喜声を発する。僕の方は見つからない。

田中が下から「あるか？」と言うが．なかなか見つからない。木の一番上へ来て．あった。たくさ

ん一か所に集まっているのを見つけたのである。それを．熟していようがいまいが．そんなことに

はかまわず．全部とって田中ぺ投げた。それを食べながら．田んぼの中を歩いた。あけびは口にふ

くむと甘いが．食べるには．相当ロの運動を必要とする。

平岩からは自転車だが．途中で会った小学生が頭を下げた。冗談でそうしたのかと思ったが．そ

うではない。みなそうしたのである。だから．こちらもそうした。他の3人に聞いてみたら．彼ら

もそうされたせうだ。

丸塚へ着いたら．すぐ川へ降りて．目的のプラナリアを採集。プラナリアは清水で．川底に石が

ある場所に生息しているそうである。そのプラナリアを．冷たい水の中に手を入れ．石を一つ「つ

持ち上げて．見つけてとる。5罰凛ぐらいあるので．見7こらすぐわかる。これを木の葉で．うまくと

り．プラスチックの容器へ入れる。皆この時ばかりは奏面目になって採っ1た。その結果．暗くなる

前にある程度集まった。

採集が終わると．すぐ．丸塚をあとに．自転車をとばした。下りだからスピードはでるが．暗く

なるのにライトはつかない。暗い山道を感だけにたよって進んだ。予期していたとおり出た。転倒

者が。「バターン。」と．快い音をだて倒れた。運がいいことに彼はすり傷1つ負っていなかった。

7時まえ学校へ着いた。真暗になっていた。
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ヤマカガシとウシガエルの解剖

2年　　田　中　親　男

1970年度の文化祭で蛇と蛙を解剖した。（11月14日）

ヤマカガシ　Iもtrix tigrina

体　　長　　76Cの　　本札四回．九州．種子島．屋久島．朝鮮に分布する。．

体のまわり　　　9C虜　　　雌は790mに達する。

（採　集）

まず蛇を捕える時の苦心談から始めましょう。それは．自分と田多国先輩と中村の3人でプラナ

リアと蛇を捕えるために．川べりを歩きまわっていました。自分は蛇というものが根っから嫌いで

あった。それでも解剖賛するのは自分しかいないから．蛇を解剖するのは．自分に決まってしまっ

たので．仕方なく．同行させられた。けれども．先輩にたのみ込んで蛇の採集だけは．先輩にやっ

てもらうことにした。それで．＿牒分と戸村は川で．プラナリアを採集していた．プラナリアをだい

ぶ多く取ったころ．しきりに自分の名を呼ぶ声がする。それで．先輩の所に走っていった。すると

先輩いわく．

「この蛇を見ろ．毒蛇ではないか？」と（体にまだら模様があったが．）

妃は頭は三角で．鎌首をもちあげていた。特にのどのあたりが．非常に太くなっており．しきりに

そこを横に広げて．まるでコブラみたいに，自分連射こらみつけている。自分達は．たじたじで．

ゾーヅとして．手に汗にざる様でした。そばにあった竹ざおを手に取ってにらみかえしてやった。

蛇は俺達の必死の形相を見てか．急に向きを変えて草むらに逃げ込もうとしだ。ハヅと我にかえり

逃がして昼大変と蛇を追っかける。そして蛇の頚めがけて竹でた7こくの†ごが．あわてて．2人とも

全然あたらない。へたな鉄砲も数うちゃあではないが．あまり強くない一発が．蛇の首の所にあた

った。そうしたら．何かを口からビューと．27花ばかり先にはさだして．気絶してしまった。吐き

だした物は．頭から足さきまでは．15C戌のトノサマガエル．それも半分消化しかかっていた。蛇

は見るのでさえ嫌いなのであるのに．この蛇を持ってきたポリエチレンの袋そこ入れよう＿とするが．

蛇が大きすぎてはいらない。そばにあったビニールの大きな袋に入れようとしに。その入れるいで

たちは．1人が蛇が正気に戻った時には．いっでももう」安気抱させようと．竹を上段に構えてい

る。その中で．蛇には全然さわりもしないで．おそるおそる竹の先で．蛇をビテール袋に冷汗をだ

らしなから．どう隼か入れた。

（飼　育）

さき程ビニール袋に入れてすぐに袋の口を結んだ。そしておおいそぎで．学校に帰った。そして
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すぐに金属の飼育箱に入れた。するとすぐに正気に戻って動き始めた。まえに取ってきていた小さ

な蛇といっしょにしだが．別段目にもとめていなかった。小さな蛇はどうにかして逃げようと金銅

からロの先だけを出しているが．東がひっかかって出られなし†でいる．それから一週間はど飼って

いたが．小さな蛙をやっても見向きもせず．じっとすみにうずくまっていた．小さな蛇を大きな蛇

のところに近づけて反応を見たが．全然無関心である。後でわかったが小さな方が古で．大きい方

が9であった。蛇の一週間は，全然変わったことはなかったが．人間さまの方に変化が生じてきた．

生物部室で食事をしていた人がプッッリやめて．教室で食べてから生物部室にくるようになった。

これは．蛇の体臭のせいだった。このニオイにたえられず．ここでの食事を断念したものらしい．

これには．蛇さまざまであった。

（解　剖）

さてこの大きな蛇の前に．小さな蛇で本番前の練習をやった。意外にむずかしく．手こずったが．

この小さな蛇はSであった。次の日の文化祭に大きな蛇をやった。

それでは本番とあいなり．見物人がずらり′．そのまえで．マスクをかけ．白衣を着て．落ちつき

払った態度で（もちろん表面だけ）．蛇をビニール装に入れ．クロロホルムで．ますいをかける。

さすがに苦しいらしい．しきりにもだえて暴れる．ますいのきいたのを薙かめて盛から取り出し．

あお向けにして．頭にはクロロホルムをしみこませた脱脂綿をのせ．要所をピンでとめるが．ピン

をさすと．体をよじった。小さなハサミをおもむろに取り出して．蛇のコウモンのところから切り

込んで．ウロコを上の方に．切り開いていく（メスは．使用しない。小さな妃で行なってみて．小

さなハサミが便利であったから。）。そしてあごの所まで切り開らいて．ピンでウロコを止める。

すると骨のついた薄い肉の美白なものが現われた。この内とウロコとの問は切り開かない方がよい。

切ると骨のついた肉が内臓の上におおいかぶきって内臓が非常に見にくいので．ウロコを切ったら．

ついでにその下の肉と骨まで切って同時に的ろげた方がよい。それだけ広げると透明な膜につつま

れた．円城がくっきりと表われた。血欝が脈うち．肺に血管が走っている。細長い胃がある。上か

ら見ているだけでは．らちがあかないので下の内臓に傷をつけないように充分注意して切る。（こ

の膜はただ切るだけでよい8自然に．自分から広がるからだ。）蛇の体は細長いから．肺は．人間

のように並んで．同じ大きさには発達しなくて．一方の肺が退化して一一方の肺が発達した。つま‘り．

左肺が極端に長く20C詔もあるのに．右肺は申しわけ程度に】．C虎の長さの肺がちょこんとあった。

また胃はさすがに長かった。体長の半分近くは胃であった。胃の壁は．伸び霜みがすごくあり．

半透明な膜なので．大きな食物を入れると口のかんせつをはずして大きくしこ入れまと胃はギューと

伸びるので．形もはっきりわかり．その食物がなんであるかわかる。胃から続いて十二指脱→小腸

→大腸→直腸とあり．特別に問題点はなかった。十二指腸のところにある　すいぞうとひぞうは晦

の壁に直接と患われるくらいピッタリと接していた。それですいぞうと十二指腸との闇にメスを入

れると直径5柑程の穴が脆のほうにポ、少カツとあいていた。ここから液を出すのであろうがすいぞ

うと腸の間には管がないことになる。肝臓と胆のうとの続きぐあいがはっきりしていなかったこ　ま

たじんぞうが一対尾の方にあった。黄色でそれに血管があもねi∴
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（蛇の舌について）

蛇の古は1本が先の方で2本に別かれていると思われていたと」投に思っていたが．実際には．

舌が2本あって．先の2本が途中で一緒になっていたが．はっきりと舌の付け根の所まで．すじが

はいっていた。おそらく2本の古は別々に神経を有していて．内部で脳に．別々に行くのであろう。

（これは．何の根拠のない仮説である。）

（疑問点）

0蛇には退化した足の一部が．骨のあいだにあると言われるが．どこにあるのか．わからなかった。

0東の下10C初のところを．たたいたら．あまり強くなかったのに．なぜ気絶したか？

それが食物を．のどのあたりにくわえていだことと．閑係あるか？

02本の舌は．別々の神経を通って．脳に通するか？

0すい臓と腸とお間に管があるのか？

ウシがエル　　　この蛙の愛称（ムッツワ君）

頭から足先まで38c功．手のまわり12C功．もものまわり15c都．体重？

（飼　育）

この蛙はウシガェルで．普通食用蛙として捕えられている。これを2週間近く飼っていた。エサ

は．バッタ．イナゴ．蝶……etC　である。臼からすすんで食べようとはしないので．ロに押し込

んでやらなければならなし？。初めは先輩がやっていたが．俺が解剖しなくてはならないので．当然

として自分にその役がまわってきた。蛙は全然恐わくはないのだが．こんなに大きいと恐怖感が少

しはでてくる。ロもすごく大きく．そして歯らしきものが口のまわりにあった。（歯ではなさそう

である）えさをやるときはロを芋で広げて押し込んでやる。ガブリと一口でくわえ込み．えさの足

が口の外に出ている場合には．器用に前足でロに押し込んでいた。えさをやるときに．時々ミスを

やって．抱を2，3度かまれたが．ちょっと後がっいたぐらいで空わりはなかった。本当の歯では・

なくて歯ぐきの発達したものであろう。

（解　剖）

蛙は今までしばしば解剖してきたが．これ程大きい蛙は，はじめてなので．ますいの最やメスの

大きさで非常に苦労した。

それで．まず．普通より多くクロロホルムをかけ7こムかかるか心配だったが．かなりよくかかっ

た。それでメスで腹の皮を1枚切りひらいた。その皮の厚さは1－2mもあった。この皮と中の筋

肉はすばらしくよく離れた。この皮を切ったら．ものすごく発達した筋肉群が現われた。心臓の上

の胸骨と胸筋は厚く．メスは．はがたたなかった。それで．骨切りバサミで切り取った。それで．

出てきたのは．ドキドキと力強く動き赤い．たて4Cの．よこ3C旅程のハート型をしたものであった。

これはもちろん心臓である。

さらに胃がある。切り開いてみると2時間前に食べさせたイナゴが形もわからないくらい消化さ

れており．半時間前に与えたイナゴは部分的に溶けていた。やはり人間の胃と同じしわがある。ま

た心職をおおいかくすように肝臓がいちじるしく発達していた。また心臓の下の所にピンク色をし
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た直径2C確の液のはいった球があった。いろんな図などで．位置などから考えて．ノ船のうと考え

た。しかしあまりにもこ牢が胆のうとしたら大きすぎるのではないか？正砂終勲絹各ていた

のに？他の蛙をさらに解剖して組のうはピンク色な球なのか？　また狙液の色牽しらづたい。．．J

小腸の柔突起は．顕微鏡で見なかったのでわからない。

出水市樋之谷で採集したシダ類

OB　　溝　口　文　男

1970年7月28日．福田先生と定之段から樋之谷へ歩いてシダ類を採集し．盛大の初島住彦

博士に同定していただいたので記録しておく。

ワユウビンタイ

オオバイノモトソウ

ヒノタニシダ

ヤブソテツ

ミヤジマシダ

ツルタカナワラビ

シビカナワラビ

ツタシイワへゴ

ヤマイタチシダ

マル′ヾベニシダ

ヤワラシダ

タニイヌワラビ

ノコギリシダ

ミヤマノコギリシダ

シロヤマシダ

オオカグマ
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トラノオシダ

クルマシダ

アオガネシダ

ホウビシダ

ックシノキシノブ



出水市樋之谷の蟻相とその変遷

顧問　　福　田　晴　夫

南肥や北薩の昆虫相調査を目的に私が出水市に移り住んでから早くも4毎が経過した。この間．

屋久臥奄美大島．台湾などへの遠征があったりして．実際この地域の調査に賛した日数は1967

蟹（10日）．68匂：（12日）．69任（24日）．70位（16日）で合計62【］になるよう

だ。しかも．これらの多くは同行者なし．つまり私1人で歩きまわったものだし．目的が生態写裏

の撮影であったり．特定な蝶の幼虫さがLであったり．また時には蝶以外の昆虫の採集だったりま

ちまちなので．まだ調査はきわめて不十分であるが．一応編者の要望にこたえて少しまとめておく

ことにしたい。

ところで．この地域における私の調査地は大別すると大川内の上場や水俣市の亀令峠などで代表

される草原性昆虫類の生息地と．紫尾山を中心とする樹林性昆虫類の生息地になり．前者はまず期

待どおりの虫たちがみられるのに対し．後者は伐採がひどくてがっかりするところが多かった。そ

の中にあってここに報告する樋之谷rHinotani）は樹林が比較的よく保存され．しかも昆虫の

謁査が全く行なわれていなかったという数少ない好採集地のひとつである。

しかし．それでも伐採地とスギ林はどんどん鉱がって．この地域の本来の媒相は急速な変ほうを

とげつつある。これが近頃やかましい人間による自然変革の問題だが．残念ながら多くの方々はた

だ感情的に自然保護という言葉をふりまわして－それはそれでいいのだが－どうすれば橘がど

う変わるかという内容に無関心である。庭先の草の名前すら御存知ない。これはそのような努力を

しない学者や教育者にも責任があるというべきだろ㌔かくいう私も樋之谷をえらんでそんな研究

をし．ここにちゃんとした結盟を発表しようとしているのではなく．ただ．9回にわたる調査記録

を眺めているうちに．ずいぶんお世話になった樋之谷の自然のために彼ら去来の姿を書きとめてお

きたいという舞をおこしただけである。

さらに一言つけ加えるなら．私はこの地域の山中で勉の昆虫採集家にはほとんど出会わなかった。

昆虫採集に関するかぎり．この地方は驚くほど低調なところといえよう※。私にとってこれは有難

いことであった（乱獲されないから）と同時に甚だがっかりさせられた事実である。そこで少しせ

んえっながら．調査記録を1日分ずつまとめて初心者への採集ガイドと記録のとり方の見本といっ

た役割も果せるようにした。健全な調査や採集がさかんになることを祈りたい。

淡　以前．橋元紘商．橋元祥一．本蔵久三．吉井秀之氏らが紫尾山を中心とした調査を行ない．そ

の結果が少し発表されている。
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第1図樋之谷の位置とコース区分
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第3回植之谷のC，D，E区
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1，調「査　記　録

第1回1969年5月3日（土）快吼　風力4－5　く同行者なし＞

〔日程とコース〕

ミカドアゲハの分布調査を主に出水市の低山地をマイカーでまわった。

武本の自宅→城山公園（8時すぎ～8；4（り→転川内温泉（9：20－9：55）→再

び城山公園の真山→水之頭目0；30－11：25）→樋之谷〔A地区〕（11：40－

12：30）→武本

〔諷査結果〕

城 山 湯 川 輿 水 之 頭 樋　 之　 谷

1 ． ダ イ　 ミ　ョ ウ セ セ リ

1 日

一汁 （O J

≠

ケ ン ゲ で 吸 蜜

2 ．　 ア オ ′ヾ セ セ リ

3 ．　 タ ロ セ セ リ

ェ ゴ で 吸 蜜

4 ．　 ジ ャ コ ウ ア ゲ ハ ＋ ≠ 1十 ♯ （ 0 － 3 ） ツ ツ ジ ． エ ゴ で 吸 蜜

5 ． ア オ ス ジ ア ゲ ハ ＋

＋

一件 1十 （ 0 ～　 ） エ ゴ で 吸 蜜

6 ．　 ミカ ドア ゲ ハ ＋ （0 ） ・廿 （ 0 ） 〝　　 ． 路 上 で 吸 水

7 ．　 ア ゲ ハ ＋ ＋ （ 1 ′－ 3 ） 第 1 化 の 残 り

臥　 ク ロ ア ゲ ハ ＋ 十ト 1十 （ 仕 － 2 ）

＋ （ 0 ）

ツ ツ ジ で 吸 蜜 ． 最 盛 瑚 す ぎ

9 ． ナ ガ サ キ ア ゲ ハ
≠

H l′－2 ）
最 盛 現

1 0 ． モ ン キ ア ゲ ハ ＋ （0 ） 出 は じ め か ？

1 1 ． ヰ チ ョ ウ ＋ ＋ ＋ 越 冬 個 体

1 2 ． モ ン シ ロ チ ョ ウ ＋ ＋ ＿9 ＋ 春 型 の 残 り

1 3 ． ベ ニ シ ジ ミ

1 4 ． ル ・リ シ ジ ミ ？

＋ （3 ）

＋

＋ 日 日

＋ ＋

1 5 ．　 ツ マ グ ロ ヒ ョ ウ モ ン

＋ 一汁

1 9 日

一汁 （ 0 ～ 2 ）

1 8 日 ． は か 1

今 年 は 少 な い

1 6 ．　 コ ミ ス ジ 十ト 第 1 化 最 盛 期 や や す ぎ

1 7 ．　 ア カ タ テ ハ L カ ラ ム シ iと 2 令 幼 虫

1 8 ． ス ミ ナ ガ シ 目 ． 出 は じ め

1 9 ．　 ヒ メ ウ ラ ナ ミ ジ ャ ノ メ 十卜 ♯ ♯ 一汁 （ 0 ′－ 2 ） 最 盛 期

2 0 ． 時 c a l e s i s　 s p ＋ （ 0 ） 出 は じ め

符号説明：個体数が多い（♯）．普通（廿）．．少ない（＋）．個体の新旧は羽の新鮮度・破損度
で示し．大破（3）．中破（2）．少破（1）．完全（0）．卯（E），幼虫（L）．蠣（P）

以下すべて同じ符号を使用する。

特に記録しなかったが．蜜源になりそうなものとして．キンポウゲ．ダイコンがあり．ミカン

（開花直前）．ガマズミもやがて利用されるだろう。なお．バクサンボクはすでに青い実になって

いた。
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第2回　1969年6月15日＜生物部採集会＞「しびっちょ」3号に報告ずみ

第3回　1969征8月24日　rLびっちょ」3号に報告ずみ

築4回　1970任5月・288（木）快晴　＜同行者なし＞

14：30－17；（＝㍉生態写真の撮彩を目的にA地区を歩く

〔調査結果〕

1． ダイ　ミ雪ウセセ リ ＋ （0 ？ ）　 ウツギで吸蜜

2．　 7 オバセセ リ 廿 （2 － 3 ）ヤマ ビワの節食 C l 卵． クツギで吸蜜 r

3． チ十バネ セセ リ 十 （1 1 ）　 ウツギで吸蜜　 ＿．

4．　イチモ ンジセセ リ 十ト（0 － ）　　 〃

5． アオスジアゲハ ≠ （1 － ）　 〃

6．　 タロアゲハ ＋ （1 ～ ）

7． モ ンキ アゲハ ＋ （0‾？ ）

8． キチ ョウ ＋ （0 ？ ）

9 ． モ ンキチ 曾ウ ≠ （0 ）　 こム シ トリナデシコ （栽培 ）で吸蜜

1 0． モンシロチ ョウ ＋ （‾0‾）

1 1． ム ラサキシジミ ＋　　　　 ．アラカ シに終令幼虫

1 2． トラフシ ジミ L　　　　 ゥッギに終令幼虫 1 頭

1 3． ヤ マ トシジ ミ ＋ （2 ）

1 4． ル リシジ ミ ＋

1 5． サ ツマシ ジ ミ ≠　　　　　 ウツギで吸蜜 ？

1 6．　 イチモ ンジチ ヲウ 一汁 （1 － ）　 ウツギで吸蜜 ？

1 7．　コ ミスジ ＋？

1 8． ル リ＿タテ ハ ＋ （ 3 ）　 サ ル トリイバ ラに終令幼虫 2 或

1 9．＿アカタテハ 廿 日．　　　 カラム シに多 くの巣がみ られ た

2 0． イシぶケチ ョウ ・什 （ 0 － ）

2 1． ス ミナガシ

2 2． ゴマダラチ ョウ

＋言．　　　 ヤ マビワに卵 （1 個 ）と 1 令幼虫 （ 1 薗 ）、

1十 I‡

2 3． ヒメウラナ ミジャノメ ♯ －（．0 － ）　 ウツギで吸蜜 ．

2 4． コジャノメ 1 （1 ）′

2 5． クロコノマチ ョウ 1 （秋型 ）

第5回　1970匂三7月5日（白）台風2号が四国沖から本州に向った白　く歩行：同行者なし＞

〔日程とコース〕

武本の自宅（10；10上面百折尾野橋（10：40） ◎時々○‘▲城山、▲‘▲‘▲y‾‾′　◎
区（1・1：10－）

B地区すC地区すD地区厨E地区の疇琴＿（15：30）→地区→C地区→耳地区
→A地区→自宅（18：30）
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武 本～ 折 尾野
料　　 之　　 谷

1． ダ イ　ミョウセ セ リ l頭 目撃

2．　 アオ バセ セ リ ヤマ・さケで摂 食 中 の終令 幼 虫 1 頑 と巣 中 に幼 虫 ‾1 頭

3． ホ ソバ セセ リ アキ ノ タム ラソ ウ （青色 ）で 吸蜜 r l 頭 ）

4． ヰ マダ ラセ セ リ 白光浴 中の 個体 ．1 頭

5． ク ロセセ リ ハ ナ く すウガに 1 令幼 虫 1 頑

6． ア オス ジ アゲ ハ

7． アゲ ハ

8． ク ロ アゲ ハ

十

1 6 目撃

＋

＋

1 8 目撃 1－

9． ナ ガサ キ アゲ ハ ネ ム ノキ

1 0． キ チ ℡ウ ＋　 古 い ♀ （産卵 ）．．師 しい る． 卵． 幼虫 ． 嫡 あ り

1 1． ム ラサヰ シジ ミ

＋

≠ （0 － 1 ） 吸 水 個 体 あ り

1 2． ゴ イ シ シジ ミ

1 3．　 ヤマ トシ ジ ミー

1 4． ル ワシ ジ ミ

1 薗 目撃

∴十 ．

1 5． サ ツ マ シ ジ ミ ＋

1 6．　 イ チ モ ンジ チ きウ

1十

ス イカ ズ ラに 1 令幼 虫 1 頭

1 7． コ ミスジ

1 8． ル リタテハ

1 9．＿＿アカ タテハ

＋

＋

＋　 オ カ トラノ オで吸 蜜　 夕 方 に占 有 性 を示 す ？

2 0． イ シガケ チ ョ ウ ＋ ＝ り 吸水　 幼虫 はみ ず

2 1． ス ミナ ガ シ 古 い 9 ？　 3 令 一終 令 幼 虫 （ヤ マ ビワ ）

2 2． ウ ラナ ミジ完 ノメ ＿ ＋ （0 ．－1 ） 1 8 ？探

第6回1970年7月25日（土）快晴　く崗行者なし＞

上記スミナガシの輌化場所を調べる目的で．E地区のクヌギ林までマイカーで乗りこみ．F地区

を歩いた（15；00～17；00）

1． ダイ　ミョウセセリ ウマノイモに君令幼虫 1‾頭が造巣

2． クロセセ リ ハナミョウガに老令幼虫 1延が造巣

3． アオス＿ジアゲハ ♯ （0 － ）輯上め湿地で吸水

4．　クロアゲハ ≠ （0 ～2 ）路上め湿地で吸水＜螢かけの場所＞

5．モンヰアゲ′ヽ ＋ （1 ～ 2 ）　　　　 〝　　　 く　　 〝　　 ＞

・－6．キチョウ ．－ 一汁

7．．ムラサキシジミ ♯ （0－ ）

8． イチモンジチ富ウ ＋
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9．コミスジ

10．イシガケチヲウ

11，ヒメウラナミジャノメ

12．クロコノマチョウ

なお．スミナガシは全く発見されなかった。

第7回1970匂三7月28日（火）囁

本会OBの溝口文男君（宮大農学部）とヒノ夕子シダや雑昆虫をねらって．宮之段から樋之谷へ

おりてみた。ヒノタニシダは見つかったが．遺が荒れてほとんどわからなくなっており．伐採→

植林が進んでいて．期待したほどの場所ではなかった。イノシシの生息地らしく．足跡やふんがた

くさんあったし．マムシも1匹みた。

〔日程とコース〕

出水高校（8：14）望J下定之段（8：40～9川0）（聖峠（9：50）⑫樋之谷G

地区（12：15～13：30）聖＜上流へい。て引きかえす＞→峠（16：50）→下足

之段（17：20～17：27）→出水高

K地区；スギ林

J地区：マツ造林地→伐採地からススキをへて次に移行中のbush（通なし）

G地区；樋之谷怒蕗の中央瓢？　自動車が通れる通路あり。廃家．伐採地

H地区：伐採地→スギ造林地とススキ

〔調査結栄〕
I ．K J G H

1 ． ダ イ ミ ョ ウ セ セ リ

2 ．　 ア オ バ セ セ リ

＋

L

＋

＋ 1 日

＋ （0 ）

l

ヤ マ ビ ヮ に 老 熟 幼 虫

ハ ナ ミ ョ ウ ガ に 老 熟 幼 虫

3 ． ホ ソ バ セ セ リ

4 ． ク ロ セ セ リ

＋ ＋

L

＋

5 ． ジ ャ コ ウ ア ゲ ハ

6 ． ア オ ス ジ ア ゲ ハ

7 ． ア ゲ ハ

8 ． ク ロ ア ゲ ハ

＋ （0 ）

1十

十

＋

十 十ト

＋

＋

＋ 吸 水

吸 水

9 ．　 ナ ガ サ キ ア ゲ ハ 1 8 9 日 廃 家 の ミ カ ン で 発 生 す る ら し い

1 0 ． キ チ ョ ウ

1 1 ． ス ジ グ ロ チ ョ ウ

十ト ・廿 ♯

＋

一汁 （0 ） ネ ム ノ ヰ が 多 く 分 布 も広 い

1 2 ．　 ム ラ サ キ シ ジ ミ ＋ ＋ ・什 ＋

＋

ア ラ ガ シ に 幼 虫 。 イ チ イ ガ シ に 卵 ？

1 3 ． ル リ シ ジ ミ

1 4 ． イ チ モ ン ジ チ ョ ウ

1十 ＋

＋

川 の 岩 上 の 鳥 ふ ん を 吸 う ？
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5

　

6

　

a

l

 

l

 

l

8

　

9

．

O

l

　

　

1

　

　

2

コ ミス ジ

イ シ ガ ケ チ ョウ

ス ミナ ガ シ

＋

＋

＋ 一汁

＋

1 日

・＋ト

ヒ メ ウ ラ ナ ミジ ャ ノ メ ＋ 一汁 ・廿 ＋

t

・ユ ジ ャ ノ メ ！

ク ロ コ ノ マ テ 亨 ウ

十 ′・r∫1 、：一一十　 r・

1 日

＋一　一

＋

第8回1970年9月6日（日）曇時々晴．ほんの一時小雨．く同行考なし＞

出水市武本→樋之谷A地区（10；45）～B C D E地区（14．；日日引返す一斗．　　1　　，

（16：30）A地区→武本

1． ダイ　ミ曾ウセ セ リ ・什 （0 ・－2 ．）

2．ヰ マダ ラ．－セ＿セ、リ ・≠ （d ）

3． チ ャバネセセ．リ ＋

4．　 ミヤマテャバ ネセセ リ 1 頭 目撃 （0 ）

5． イチモ ンジセセ リ ． 廿 （0 － ．1

6． クロセセ リt L 、　　　　　 ハナ ミちウガ

7． アオスジアゲハ 准．（1 － 「　　 路上 水たま り

8． クロアゲハ ＋ （0 ）　　 クサギで吸蜜

9． ナガサキアゲハ ＋？ （0 ）　　　　　 〃

1 0． モンキアゲハ ＋ （0 ）

1 1． キチ ョウ ♯ （0 ～ 3 ）　 吸水 －ヤ 排水

1 2． ム ラサキ シジミ ．≠ （．0 ～ 2 ）　 アラガシに産

13．ムラサキツバメ

14．ゴイシジミ

15．ヤマトシジミ

16．　ツバメシジミ

17．ク・イワンツバメシジミ

18．ウラギンシジミ

19．アサギマダラ

20．イチモンジチョウ

21．コミスジ

22．ルリタテハ

23．アカタテハ

24．イシガケチ甘ウ

25．スミナガシ

に幼虫（若～中令）

作用を観察（報告ずみ）

卵する学がみられた

】頭目窒（0）

1〃〃ノ1（U？）ススキのア一才ラ・ムシの汁を吸う

」←

＋

一汁8（（）～21），：＋？ （0）　は路上の石′で吸水するが落着きなし

＋　　　　　　18が地表（庭）にとまる

1頭目整（2）　ヒヨドッ，バナ（？）で吸蜜

十ト（1・～）

一汁（U、1）

19目撃

1十

＋

1頭目撃

クサギ訪花．録変上の虫ふん（？）を吸う

サルトリ・イバラに産卵中らしい　卵．幼虫多し

イヌビヮの新芽あり

ヤマビワに1令幼虫（1頭）
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26．ヒメウラナミジャノメ　一汁（0一一）

27．ウラナミジャノメ　　　＋（0）

28．晦calesis sp　＋（3）

〔主な成果〕

1）タイワンツバメシジミの新産地が確認できた。食草シバハギもあったが花穂がでていない。・

2）ミヤマテャバネセセリの新産地を記録できた。

3）キチコケに排水行動があることを認めた．なお．交尾中の2組をみたが（13時すぎと．1＿・31：

時45分）いずれも←8＋？の形式．うち1組は新しい古と中破の9であった。

4）樋之谷の採集コース図はこの時に作ったものである。

第9匝I197．0年10月24日（土）暗　く同行者なし＞

タイワンツバメシジミの幼虫採集のために主にB地区を調査した（16：00－17：20）

ヤマジソの花（育）で1頭が吸蜜。非常におそい記録で注目さ．れる

＋．ヤマジソで吸蜜

＋．ネムノキの薬はまだ青く幼虫は摂食可能と思われる

シバハギで終令幼虫（非休眠型）を10頭余り採集した。さやは青く

＋（0～）　　　L嬰期で．若令幼虫はいなかった。

19（2）目撃

＋

1頭（2）目撃

1．　アオバセセリ

2．　イチモンジセセリ

3．　キチヲウ

4．　タイワンツバメシジミ

5．ヤマトシジミ

6．　ツマグロヒョウモン

7．　アカタテハ

8．　ヒメジャノメ

2．康之谷に産する喋の毎類とその食草（幼虫の食物）

ある蝶がそこに住みつけるか否かはいろいろな条件が掲係するが．ややせまくみると幼虫の食物

（食草．食樹）の有無が非常に重要である。そこで．樋之谷で記録した蝶と確認した食草および推

定される食草（＜　＞で示す）をまとめてみたい。

〔セセリチョウ科〕

1．ダイ　ミョウセセリ～ヤマノイモ　＜こはかにもヤマノイモ科の若干の踵が利用されると思う＞

2．アオバセセリ　　～ヤマビワ日通之谷には非常に多い）

3．ホソバセセリ　　～＜ススキ．チガヤ＞

4．ヒメキマダラセセリーヤマカモジグサ’＜チヂミササも少しは利用されるかもしれない＞　－

5．キマダラセセリ　～くススキ＞

6．テヤバネセセリ　ー＜チガヤ．ススキ．メヒシバなどゝ

7．ミヤマテャバネセセリわくススヰ＞

8．イチモンジセセリー＜チガヤ．メヒシバ．イネなど＞

9．クロセセリ　　　　～ハナミ　℡ウガ
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〔アゲハチョウ科〕

10．ジャコウアゲハ

11．アオスジアゲハ

12．　ミカドアゲハ

13．　アゲハ

14．タロアゲハ

15．ナガサキアゲハ

16．モンキアゲ′ヽ

〔シロチョウ科〕

17．キチヲウ

18．モンキチョウ

19．モンシロチョウ

20．スジグロチョウ

〔シジミチョウ科〕

21．ムラサキツバメ

22．ムラサキシジミ

23・。トラフシジミ

24．1ノヾニシジミ

25．ゴイシシジノミ

26．ヤマトシジミ

27．ルワシジミ

28．サツマシジミ

29．ツバメシジミ

一一＜ウマノスズクサ＞

～＜タブ．クス．ニッケイなど＞

～＜オガタマノヰ＞、

～＜イヌサンショウ．サンショウ．カラスザンシラウ．ミカン類＞

～＜サンシ富ノウ斬．ミカン顆＞．

′－＜ミカン類＞

～＜サンシ富ウ類．まれにミカン類＞・

～ネムノキ（ほかのマメ科にもづくが．樋之谷では本荘が主昏な食草巨

～＜ゲンゲ＞

～＜キすべツなどの栽培アブラナ科とイヌガラシなどの野生アブラナ科＞

こく野生アプラナ科を主に．栽培アブラナ科＞

～＜マテバシイと推定されるが．この植物は樋之谷には少ない＞
ノ1ナY

∵テラガシ．イチイガシ（？）

′－ウツギ

一一＜スイバ．ギシギシ＞

～＜タケ．イネ科につくアブラムシを食う．肉食性＞

～＜カタバミ＞’

～＜ミズキ．マメ科．シイ＞

～＜ガマズミ．バクサンボク．・ナナメノキなど＞

～＜マメ科草本＞

30．　タイワンツバメシジミ′－シバハギ

〔ウラギンシジミ科〕

31．ウラギンシジミ　ー＜クズ．フジなど＞

〔マダラチョウ科〕

32．アサギマダラ　　～＜キジ雪ラン．カモメズル類＞

〔タテパテ守り科〕

33．ツマグロヒョウモン～くスミレ＞

・34二　イチモンジチョウ～スイカズラ．＜こンドゥ類＞

35．コミスジ　　　　～ヤマフジ．＜クズ．ハギ数など＞

36．　サカハチチョウ　～＜コアカソ＞

37．∴、ルリタテハ、　～サルトリイバラ

318．°、アカタ≠ハ　　　～カラムシ．イラクサ5
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39．イシガケチ，ウ　～イヌビワ（樋之谷にはずっと奥地まで非常に多い）

40．スミナガシ　　　ーヤマビワ（多い）

41．ゴマダラチ雷ウ　～くエノキ＞（大木がある）
ヽ

〔ジャノメチFウ科〕

42．ヒメウラナミジャノメ～＜ススキ．チガヤなどイネ科雑草＞

43．ウラナミジャノメ～＜ササクサ？などのイネ科＞

44．タロヒカゲ　　・－＜タケ類＞

45・ヒメジャノメ　　～くススキなどのイネ科＞

46．コジャノメ　　　～＜イネ科草本やタケ顛＞

47．クロコノマチョウ′－ジ且ズダマ．ススキ

以上47踵の王か．まだ今後発見される可詑性をもつ踵汝が＿L．、くら中あるが・こ甲こと．を考席に

入れても．樋之谷の蝶相について次のような点を指摘できるJ。

1）樹林性の蝶が主である。（樹林性という甲は幼虫が樹不ま耳は樹林に生ずる草本を食べ．．成

虫も樹液．花壇などを食物としながら樹林を生活の場としている踵類のことである。第4－A図参

照）

2）タケ．サヰ類を食草とする踵が少ない。（草原吃正確にいうとササ型草原性の蝶が少ない

ということで．いわば上の1の現象を裏がえしだ表現であるが．コテャバネセセリ（未記録）．，オ

オチャバネセセリ（末記録）．キマダラヒカゲ．クロヒカゲなどは少しぐらいはし†てもし1いし．や

るいはもっと個体数が多くてもいい嘩じがする。

3）人里にいる蝶が入りこんでいる。（モンシロチョウ．ナガサキアゲハなど）

このような問題をもっとつっこんで考えてみ7こい。

5，樋之谷における頓の生息環境の変遷

鱒之谷を渓流ぞいにさかのぼっていくと．かなりの大木の生えたうっそう7こる融称があらわれる。

これから先はいよいよ原生林かと思ってなおも進むと．再び人家や畑があり．スギの造林地がでて

きてがっかりする。しかしまた捷林があらわれてはっとするといった状態がつづく。古い樹林だと

思ってふみこむと炭放きがまの跡があったり．盈樋と思われるクヌギの大木があっ岸りで．ここに

も予想以上に人用の手が伸びているのだと気付く。

私はこのコースを歩きながら．次貢のような自然環境の変遷を考えてみた。もっとも．このよ．う

な説志は本釆なら営林署や市役所に行って．伐採や開拓の佳代などを調べなければいけないのだが．

今はそんなちゃんとし7こ仕勤まできそうもないので．多少雑になるがお許し紀が＿いたい。

淡　コテャバネセセリ．オオチャバネセセリ．キアゲハ．カラスアゲハ．ミヤマカラスアゲハ．ツ

マグロキチ鐸ウ．ツマキチ曾ウ．ウラナミシジミ．コツバメ．スギタこルリシジミ．テングチ冒

ウ，キタテハ．ヒメアカタテハ．コムラサキ．キマダラヒ．カゲなど
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鼓は最近特に著しい現象。すなわち．このままでいけば

樋之谷が渓流ぞいのごく一部を残してすっかりスギの美林．′におきかわることを示す。

4，樋之谷の蝶相の変遷

（1）樋之谷原生林の蝶相復元の試み

樋之谷はひとくらにいうならアラガシ．ヤマビワの多い照葉樹林で．南九州では海岸付近のマテ

バシイの多い樹林から少し山手にかかる低地に鼻も普通に発達する暖帯林である。しかし．ここは

人間の主な生活場所にあたるため破壊が最もひどい地得でもあり．古い樹林は神社．墓地　公園な

どの一部に点在するにすぎない。

このようなごくせまい範囲のとり残された樹林－たとえば鹿児島市の城山－を調べても．周

囲から人間の栽培植物に依存する蝶がどんどん入りこんで．もともとどんな蝶がいたのか判断しに

くい場合が多いのである。ところが．ありがたいことに樋之谷ならまだ何とかオリジナルな暖帯林

の蝶相を復元することができそうな気がする。なるほど．かなり昔に炭焼きのための原生林の破壊

があった。しかし．そのあとは放置されたためすぐに二次林が形成され．川べりなどにとり残され

た原生林から再び蝶が移り住むことができたと思われる。

ところで．樋之谷の原住民ともいうべき蝶はどんなものだったろうか。もしも．完全に極相林に

おおわれていたら第4－A図のような顔ぶれが考えられるが．実際には地すべり．洪水などでスス

キやサルトリイバラ．クズなどの生えたところがあり．第4－B図に示すような準草原性の踵が温

っていたであろう。もっとも．原住民といってもずっと以前に日太列島に移り住んできた喋たちで

ある．彼らがいつ．どこからやってきたかという問題はまた別なおもしろいテーマであるが．これ

を考えるにあたって．まず現在の分布の姿を知ることがどうしても必要だ。ところが．この重要な

手がかりが最近．人間による環境の破壊によって急速に失なわれつつある。われわれはまずその復

元の作業からとりかからねばならない●

それにしても．ここの照葉樹林というところは何と蝶の跡数が少ないところであろうか。個体

数も決して多くはない。台湾の亜熱帯揖林には蝶がうじゃうじゃいたし．信州の草原でもおどろく
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ほど跡も数も多かった．なぜ日本の暖帯林の蝶相が貧弱なのかという問執ま．ずっと以前から気

にかけてはいたが今だに明快な答がえられない。※

（2）伐採によって絶滅する蝶とふえる蝶

原生林が伐採されあとが再び放置された時．蝶相にどんな変化がおこるか。

まず．食草の消滅によらて生息できなくなる種が考えられる。たとえば．ミズヰのつぼみに産卵

し．幼虫がそれを食べ．年1回しか成虫が発生しないスギタニルリシジミ（未発見だが．必ずとれ

るはず）は決定的なダメージを受けて姿を消すだろう。下草のヤマカモジグサを主な食草とするヒ

メキマダラセセリにもそ・の傾向がある。

一方．切り株からでる新芽に産卵する皐ラサキシジミ．アオスジアゲハ．ムアオバセセリなどはまわ

りに樹林が残っておればL　むしろ一時的にはふえるかもしれないし．樹林が復元す．石までルリタテ

ハ（サルトリイバラ）⊥　りうギンシジミ（クズ．フジ）．キマダラセセーリ（ススキ）などの新しい

仲間も加わるだろう。

だが．サカバチチ守りは食草コアカソが残っても．生き残る個体は少ないものと思われる。蝶の

生活には幼虫の食物のほかに成虫の食物．休息場所．天敵相の変化．あるいは見方をかえれば光や

温度．水分などに対する適応力の多少などが関係しているからだ。簡単にいえば媒自身の生活ガ独

の差ということになろ：うか。

（3）人間生活と結びつ・く蛙の進入

伐採地に人間が家を建て．まわlりに畑や水田をひらいて生活するネう′にな中ば．さらにちがった

蝶が侵入する（第4－C図）。：これらは主に栽培植物を食草とする種顆で．佃のことはない．学校

の周辺にもいっぱいいるいわゆる普通踵である。環境の均一化がもたらす嘩相の均一化ともいうべ

き現象だ。渓流ぞいに入りこんだ奥地や苦労して7こどり．ついた山頂で∴芋ンシロチョウやナガサキ

アゲハ（ミカン類だけにつく）に出合うとなつかしさと失望感を昧うのは私だけであろうか。

スギを植えてよく手入れするようになったら蝶は何もいなくなる。スギ林に出合うとわれわれは

ただ下を向いて急ぎ足で通り過ぎるだけである。

自然の変革なしに人間の生活は成立しえないし．また自然から切りはなされた人間の生活もみじ

めである。したがってその調和が大切だということになるが．はたしてこの日本列島でそれが可能

なのであろうか。正直なところ私がほしい・と願与原生林はもうほとんど残されていない。

もっとも．何も僚生林でなくても人間は彗きられよう。しかし．人間のこの密くほどの適応力の

強さが．かえって彼らの将来にいちまつの不安を感じさせるようだ。

二J言樋之谷もそこに住む蝶たちも変わる。そして．それを悲しむ人間もまた変わるのであろうか。

数　この間留は鳥についても同じらしい。たとえば「照葉樹林文化」（中公新書）＜上山春平楓．．

1969＞の中で中尾佐助．吉良竜夫両博士が少しこのことにふれている。

淡汝′．その桂が新し．いか古いかのもかいだと考える人もいる。生物の発展過程に「挙生・変異・繁

栄・滅亡」という運動法則があるとする立場だ（井尻：1953）。
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部　員　名　簿

1970年度

3年7亀　　橋　口　正　一（鳥．・蝶、儲）出水市武本3339

田多園　睦　男　（魚　＿　　ニ類）出水部野田村6960

鍬　光　耕　一　（プランクトン）　出水市八坊1－53・‾

5組　　麦生田　和　子　（園

4組　森　永　博　一日馬

．3組　　森　藤　友　久（鳥

ノ1組　　野　崎　貴実子（閲

原　田　喜久代（図

2位7組　　田　中　親　男（解

前　悶　　　豊　（園

芸）出水罷武本′5の2　二．ノ

類）出水市米之繹・．▼

類）出水市武本7639。

芸）　出水市武本8242

芸）　出水市

剖）　出水市武本10277

芸）出水郡高尾野町砂原

金　子　英　一（プランクトン）　出水市下館淵2486．

6組　　中　村　隆　二　（蝶

1匂三4組　　橋　口　栄　一　（媒

日　野　雄　光∴（＿喋

本　田　親市郎　（蝶

山　下　敏　郎－（蝶

松　田　利　彦　（蝶

類）阿久根市山下5339

類ゆ）阿久根本町】．77

類）阿久根市大丸鶴見町

類）出水市西町

類。）出水市向江町8951

類）　出水市武本11811

顧　問　　福田晴夫先生　　　　長友孝一先生

編　集　後　記

ttLびっちょ、、の編集が大変遅れてしまったが．ここに4号の発刊をみたことを部員一同大いに

喜こんでいるところである。これも福田先生をはじめとする諸先生．諸先輩の御指導があったから

こそであり．ここに厚くお礼を申し上げたい。

我々新3年をはじめとする部員丁同＿の勉強不足と部員不足により内容を誇りうるものではないと

思う。実は3位森永洋一さんたちの超力作数十貢におよぶ「出水地方の野鳥」を採集する予定だっ

たが都合で来年まわしとな華．急．き定偏個先生に玉稿をお願いしたム・いうなれば先生の研究発表に

より大いにカバーされた形になdて・しまこつた。今後こ・のような好ましからざる状態にならぬノようj新

2毎及び新入部員に大いに親持す＿るものである・。幸い新2年にはすぐれた人材が揃ってい杏よ与で

あるので期待に応えてくれる息の，と想巧も：‘こ

ここ抽・二
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